
子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

８月までは、前年度に引き
続き、ブックスタート試行
事業の「赤ちゃんと絵本の
つどい」を実施。
３課合同で計画し、６月に
ボランティアを募集し、ボ
ランティアと協同でブック
スタートを９月より開始し
た。
来年度実施に向けて、会場
の追加等を行った。
広報を徹底するため、ちら
しの配布方法、対象者への
ハガキでの通知を検討し
た。

ブックスタート
　会場　７ヶ所
　実施回数　３３回
　参加数（１月末現在）
　　　２４０組
　※（内、259.4千円はつ
どい）

１８年度のブックスタート
は、会場を増やして実施す
る。
ハガキでの通知を行うな
ど、広報の充実を図る。
１７年度、１８年度前半の
状況を分析し、年度後半に
実施率向上のための会場、
実施回数や広報の見直しを
行う。
渡す絵本のタイトルの見直
しを行う。
1,500人分要求。目標値：
実施率を出生予想人数
（2,300人）の５０％（＝
1,150人）以上

参加率をあげるために、会
場・日程の見直しや、広報
の充実を行った。
５月末からはブックスター
ト対象月齢となる全ての乳
児に案内ハガキを送付し、
事業を周知させた。
また、渡す絵本の見直し作
業として、保育園での候補
絵本の実演、ブックスター
トボランティアによる投
票、児童奉仕担当職員によ
る検討などを行った。
主管課による連絡会議を定
期的に開催し、事業の充実
を図った。４回開催。
　開催数　４３回
　会場数　９箇所
　参加数　９１５組　（２
２１９人）
　配布絵本数　９１５冊
　実施率　４１．３％（出
生数２，２１５人）

フォローアップとして、各
施設の絵本を充実させる。
幼児向けおはなし会などの
事業を実施する。
参加率をあげるために、会
場や実施機会、申込み方法
の見直しを行う。
配布絵本の変更を行う。
目標値　　実施率５０％以
上

事業のフォローアップとし
て、０～３歳向けの絵本を
市内保育園・子育て支援セ
ンター・保健センターに３
１５冊配布した。また、各
図書館で乳幼児向けおはな
し会を行った。
参加申込みがしやすいよ
う、電話受付だけでなく
ホームページから２４時間
申込みが行えるようにし
た。
開催日に参加できない方の
ために、各図書館窓口や移
動図書館の巡回先でもブッ
クスタートパックが受け取
れるようにした。
配布絵本に『ぴょーん』
（ポプラ社）を追加した。
開催数　　４２回
会場数　　７箇所
参加数　　９８６組（２３
８７人）
配布絵本数　９８６冊
実施率　　44.6％
（出生数　２，２１１人）

参加率をあげるために、開
催日・会場の見直しを行
う。
フォローアップとして、乳
幼児向けおはなし会の充実
をはかる。
ブックスタート事業の広報
を拡充する。
ボランティアの研修を行
う。

目標値：実施率５０％以上

広報を徹底するため案内葉
書を改訂した。
新規ボランティアの研修に
既存のボランティアも参加
してもらい、質の向上に努
めた。
参加しやすいよう、申込不
要日を設けた。
開催数　　　　４３回
会場数　　　　６箇所
参加数　　1,016組
　　　　（2,482人）
配布絵本数　1,016冊
実施率　　　47.3%
（出生数　2.121人　）

参加率をあげるために、会
場や実施方法、申込方法の
見直しを行う。
配布絵本の変更を行う。
フォローアップとして、各
施設の絵本を充実させる。
ボランティアの研修を行
う。

目標値：実施率５０%以上

ボランティアの「ステップ
アップ研修」を開催し、あ
らためてブックスタートの
目的の再確認を行った。配
布絵本の変更を行い、選択
の幅を広げた。
実績　開催数　４３回　会
場数　６箇所　参加数　１
０６１組(２６１７人）　配
布絵本数　１０６１冊　参
加率　４９．３％　（出生
数２１５４人）

4,660 4,327 4,171 3,362 3,281 3,193 3,043 2,652 2,579

フォローアップのための乳
幼児向け図書を市内各図書
館（移動図書館含む）で購
入。わらべうた・手遊びの
会を２回実施した。

乳幼児対象のおはなし会実
施に向け、内容等の検討を
行う。（エプロンシア
ター、指人形の購入も検討
する。）
「わらべうた・手遊びの
会」中央館での実施継続。
「わらべうた・手遊びの
会」の実施内容・実施館・
回数の検討。
フォローアップ用図書を購
入する。

乳幼児対象のおはなし会実
施に向け、内容等の検討を
行った。（エプロンシア
ター、指人形を購入）
「わらべうた・手遊びの
会」を中央館と南館で実
施。
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「わらべうた・手遊びの
会」継続実施。

乳幼児向けおはなし会の実
施に向け、職員の研修・ボ
ランティアの募集を行う。
フォローアップ用図書を購
入する。

「わらべうた・手遊びの
会」を２回実施した。

乳幼児向けおはなし会を全
館で行った。
月一回　中央館２月
　　　北・西・南館３月
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「わらべうた・手遊びの
会」
「乳幼児向けおはなし会」
継続して実施。

「わらべうた・手遊びの
会」を２回実施した。

乳幼児向けおはなし会を全
館で行った。
月一回　中央館・北館・西
館・南館
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「わらべうた・手遊びの
会」・「乳幼児向けおはな
し会」を継続して実施。

フォローアップ用図書を購
入する。

「わらべうた手遊びの会」
を１回実施した。　乳幼児
向けおはなし会を全館で実
施した。４２回　１２０６
人の参加者があった。

1,074 1,079 1,131 1,020 1,020 1,020 880 750 750

公民館事業の家庩教育学級
で読み聞かせの大切さを伝
える事業を盛り込んだ（金
田、旭北、松原公民館）

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
盛り込み、PTAの研修会に
も盛り込む。
【目標】公民館４館、PTA
研修会１回

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
積極的に行った。（7公民
館）

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
盛り込み、PTAの研修会に
も盛り込む。
【目標】公民館４館、PTA
研修会１回

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
積極的に行った。（10公民
館）

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
盛り込み、PTAの研修会に
も盛り込む。
【目標】公民館４館、PTA
研修会１回

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
積極的に行った。（5公民
館）

家庩教育学級等の公民館事
業で読み聞かせの大切さや
本の重要性を伝える事業を
盛り込み、PTAの研修会に
も盛り込む。
【目標】公民館４館、PTA
研修会１回

地区公民館自主事業におけ
るお話し会などの実施しを
通して、保護者に読書活動
の大切さや本の重要性を伝
えた。（１１公民館）

102 40 144 40 105 40 89 40 54

継続して実施。
継続して実施。 継続して実施した。 継続して実施。

学校だより、学校図書館だ
より等を通じた保護者への
啓発を実施した。

学校だより、学校図書館だ
より等を通じた保護者への
啓発を実施する。

学校だより、学校図書館だ
より等を通じた保護者等へ
の啓発を実施した。

学校だより、学校図書館だ
より等を通じた保護者等へ
の啓発を実施する。

学校だより、学校図書館だ
より等を通じた保護者等へ
の啓発を実施した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

（連番１２と関連）
配布先、部数については推
進会議専門部会にはかっ
た。

配布先・配布部数と在庨の
様子を見て、作成・印刷・
配布を行う予定。

希望施設に配布した。 継続して実施。
配付先・配付部数と在庨の
様子を見て、配付した。

継続して実施。
専門部会で配布先、部数等
の見直し。

配付先・配付部数と在庨の
様子を見て、配付した。

継続して実施。
専門部会で配布先、部数等
の見直し。

配布先、配布部数と在庨の
様子を見て、配布した。

27 27 27 27 27 27 27 27 27

読書の大切さを記載した家
庩教育冊子を配布した。県
のモデル地区（神田）の広
報誌の用紙提供（4回）を
した。

ホームページ等を活用し、
市のモデル地区（4地区）
の取り組みを紹介する。Ｐ
ＴＡの研修時に取り組み内
容を記載したチラシを配
布。

広報ひらつかを活用し、市
のモデル地区の取り組みを
紹介した。また、文部科学
省委嘱事業（神田地区）の
事業報告書を関係機関に送
付した。

広報ひらつか等を活用し、
市の推進地区（4地区）の
取り組みを紹介する。ＰＴ
Ａの研修時に取り組み内容
を記載したチラシを配布す
る。

１１月に開催した子ども読
書活動推進フォーラムに
て、市の取組と合わせて推
進地区（４地区）の取組を
紹介した。また、１２地区
の取組を資料にして配付し
た。

ホームページ等を活用し、
各推進協議会の取り組みを
紹介する。ＰＴＡの研修時
に取り組み内容を記載した
チラシを配布する。

子ども読書活動推進のHPを
作成し、各中学校区推進協
議会の取組の紹介をした。

ホームページ等を活用し、
各推進協議会の取り組みを
紹介する。ＰＴＡの研修時
に取り組み内容を記載した
チラシを配布する。

子ども読書活動推進のＨＰ
と２月に開催した子ども読
書活動推進フォーラムの配
付資料の中で各中学校区の
取組の紹介をした。

80 60 0 10 0 0 0 0 0

4 4 4 4
継続して実施していくが、配布部
数等引き続き調整をおこない、効
果的な発行を目指す。

5

4 4 4

平成１９年度から３年間で参加者
が平成１９年度１８５人から平成
２１年度１２０６人へと６．５倍
伸びた。定着してきており、参加
者増、内容の充実を図っていく。

2

5
中央図書館
関係各課

施設における啓発
小冊子等の配布

図書館で発行しているおす
すめ絵本を紹介した小冊子
等を公民館や子どもの家、
保健センター等で配布しま
す。

4

2 中央図書館
乳幼児と保護者を
対象にしたおはな

し会（新）

ブックスタートのフォロー
アップとして、乳幼児と保
護者を対象におはなし会を
行います。（新規）

（連番８と関連）

4 4

4 4 4 4

参加率も目標の５０％にわずかに
達しなかったが、参加者の満足度
はほぼ１００％で、ボランティア
の満足度も非常に高く、０歳児の
登録数が５年間で３．５倍増とな
り、児童図書の貸出点数も１５％
増加した。子どもの読書に関して
最初の一歩として成果はあった。
参加率を向上させる。

11

こども家庩
課

健康課
中央図書館

ブックスタート
（新）

０歳から、乳児と保護者が
絵本を通して楽しい時間を
過ごすとともに、豊かな心
を育て親子の絆を養っても
らえるよう子育てを支援す
るために、ブックスタート
※を行います。（新規）

3

4 4 4 4

今後も継続して家庩教育学級等の
事業を通して保護者に読書活動の
重要性を伝えていく。
実施館についてもより多くの館で
実施するよう働きかける。

33 社会教育課
家庩教育学級等で
の保護者への啓発

公民館での家庩教育学級等
の各種講座・研修会の場や
交流会の機会の提供を通し
て、子どもの読書活動の重
要性や読み聞かせなどの方
法について、保護者に周知
を図ります。

3

4 4 4

ホームページや主催事業の中で各
中学校区の取組の紹介は行えた
が、ＰＴＡなどの団体にチラシの
配布は５年間を通して実施できな
かった。
関係団体への紹介の方法について
は、どの様な形であれば実施が可
能か調整・検討が必要。

66 社会教育課

広報紙等での優れ
た取組みや特色あ

る事例の紹介
（新）

家庩教育冊子を配布すると
ともに、広報紙等で各学校
園におけるＰＴＡサークル
やボランティアグループに
よる優れた取組みや特色あ
る実践事例を広く周知しま
す。（新規）

4 4

4 4 4

学校だよりや学校図書館だより等
を通じて、保護者等に対し、子ど
もの読書活動の重要性を啓発し
た。

44
各学校
指導室

学校だよりや学校
図書館だよりを通
じた保護者への啓

発

学校だよりや学校図書館だ
よりなどを通じて、保護者
に対し、子どもの読書活動
の重要性を啓発します。

4 4

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 1
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連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

映画会：中央館、西館で実
施した。
　中央館　毎週土・日曜日
　西館　　第１・第３水曜
日
人形劇：各館で実施した。
　中央館　２回
　北館・西館・南館　１回
おはなし会：各館で実施し
た。
　中央館　毎週水曜日（第
５週を除く）
　北館・西館　第２・第４
水曜日
　南館　第１・第３水曜日

継続して実施。

映画会：中央館、西館で実
施した。
　中央館　毎週土・日曜日
西館　第１・第３水曜日、
人形劇：各館で実施した。
中央館　２回　北館・西
館・南館　１回
おはなし会：各館で実施し
た。中央館　毎週水曜日(第
５週も実施)　北館・西館
第２・第４水曜日　南館
第１・第３水曜日

継続して実施。
中央館：毎週日曜日以外に
小・中学校の長期休みに
「子ども映画会週間」を実
施。

広報の充実。

映画会：中央館、西館で実
施した。
中央館：毎週日曜日と、
小・中学校の長期休みに
「子ども映画会週間」、
「子ども読書の日」付近の
日に映画会を実施した。ま
た、広報映画会を実施した
（２回）。
西館　第１水曜日
人形劇：各館で実施した。
中央館　２回　北館・西
館・南館　１回
おはなし会：各館で実施し
た。中央館　毎週水曜日
北館・西館　第２・第４水
曜日　南館　第１・第３水
曜日

継続して実施。
実施内容等について見直
し。
ボランティアとの協働映画
会を実施予定

映画会：中央館、西館で実
施した。
中央館：毎週日曜日と、
小・中学校の長期休みに
「子ども映画会週間」、
「子ども読書の日」付近の
日に映画会を実施した。ま
た、広報映画会を実施した
（４回）。
西館　第１水曜日
人形劇：各館で実施した。
中央館・北館・西館・南館
１回
おはなし会：各館で実施し
た。中央館　毎週水曜日
北館・西館　第２・第４水
曜日　南館　第１・第３水
曜日

継続して実施。

映画会：中央館・西館で実
施した。
実績　中央館は毎週日曜日
と小・中学校の長期休暇時
に６６回　参加者１８９８
人西館は１１回　参加者１
２９人
人形劇は各館で実施し、８
回公演　参加者７１７人
お話会は各館で１１１回、
参加者１５３３人
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フォローアップのための乳
幼児向け図書を市内各図書
館（移動図書館含む）で購
入。わらべうた・手遊びの
会を２回実施した。

乳幼児対象のおはなし会実
施に向け、内容等の検討を
行う。（エプロンシア
ター、指人形の購入も検討
する。）
「わらべうた・手遊びの
会」中央館での実施継続。
「わらべうた・手遊びの
会」の実施内容・実施館・
回数の検討。
フォローアップ用図書を購
入する。

乳幼児対象のおはなし会実
施に向け、内容等の検討を
行う。（エプロンシア
ター、指人形の購入し
た。）
「わらべうた・手遊びの
会」中央館での実施継続。
「わらべうた・手遊びの
会」の実施内容・実施館・
回数の検討。
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「わらべうた・手遊びの
会」継続実施。

乳幼児向けおはなし会の実
施に向け、職員の研修・ボ
ランティアの募集を予定。
フォローアップ用図書を購
入する。

「わらべうた・手遊びの
会」を２回実施した。
乳幼児向けおはなし会を全
館で行った。
月一回　中央館２月
　　　北・西・南館３月
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「わらべうた・手遊びの
会」
「乳幼児向けおはなし会」
継続して実施。
フォローアップ用図書を購
入する。

「わらべうた・手遊びの
会」を２回実施した。

乳幼児向けおはなし会を全
館で行った。
月一回　中央館・北館・西
館・南館
「赤ちゃん文庨」充実を計
るためフォローアップ用図
書を購入。

「乳幼児向けおはなし会」
を継続して実施。

フォローアップ用図書を購
入する。

「わらべうた手遊びの会」
を１回実施した。　乳幼児
向けおはなし会を全館で実
施した。
実績　乳幼児向けおはなし
会　全館　４２回実施　参
加者１２０６人
幼児向けおはなし会　全館
１１１回実施　参加者　１
５３３人
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市内公私立保育園、公私立
幼稚園、公民館、小学校を
対象に、２月に実施した。
　配布施設　４８ヶ所
　配布冊数　６，３０９冊

連番４５の専門部会での検
討結果によっては今後の実
施内容に変更の可能性あ
り。

市内公私立保育園、公私立
幼稚園、公民館、小学校を
対象に、２月に実施した。
　配布施設　２８ヶ所
　配布冊数　３３０８冊

実施予定。

市内公私立保育園・幼稚
園、小学校、公民館等を対
象に、２回実施した。
配布施設　延べ９０ヶ所
配布冊数　１３０３５冊

実施予定

市内公私立保育園・幼稚
園、小学校、公民館等を対
象に、１回実施した。
配布施設　延べ５２ヶ所
配布冊数　６４４９冊

実施予定(１回）

各校に提供できる冊数が用
意できなかったため、実施
しなかった。
,２２年度に向け収集中。

14 0 0 0 0 0 0 0 0

来年度実施に向けてサービ
スポイントを見直した。
公立幼稚園（４園）を対象
に出前図書館を試行的に実
施した。
出前図書館用に資料を購入
した。

貸出点数（～平成１８年１
月末）
合計：２７，０００点
　ｽﾃｰｼｮﾝ：約２４，５００
点
　施設訪問・文庨・出前図
書
　　館等：約２，５００点

引き続きサービスポイント
等の見直しを行う（変更す
るステーションの場所に
よっては駐車場使用謝礼が
必要となる）。

目標：ｽﾃｰｼｮﾝでの貸出と出
前図書館・施設訪問での貸
出点数、合計３万３千点

児童施設への訪問事業を本
格的に実施する。
団体貸出用図書の購入を増
やす。

引き続きサービスポイント
開設時間等の見直しを行
う。

実績：貸出点数合計
33,300点。
ステーション　29,764点
出前図書館・施設訪問
3,529点

引き続きサービスポイント
等の見直し。

開設時間等の見直しを行っ
た。

実績
ステーションでの個人貸出
　　　　　　　34664点
出前図書館等団体貸出
　　　　　　　　7647点
貸出点数合計
　　　　　　　42311点

引き続きサービスポイント
等の見直し。

団体貸出用図書の購入。

開設時間等の見直しを行っ
た。

実績
ステーションでの個人貸出
　　　　　　　36449点
出前図書館等団体貸出
　　　　　　　　7549点
貸出点数合計
　　　　　　　43998点

引き続きサービスポイント
等の見直し。

開設時間等の見直しを行っ
た。
実績　ステーションでの貸
出　３６１１４点、出前図
書館等団体貸出　７１０６
点、貸出点数合計　４３２
２０点。
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小学生対象の１日図書館員
を各館で実施した。
　中央館　８回
　北館、西館、南館　６回
　参加人数（全館）　２０
３人
また図書館見学、職場体験
の受入れを随時行った。

継続して実施。
１日図書館員の実施方法・
内容の見直し。

小学生対象の夏休み１日図
書館員を各館で実施した。
　中央館　８回
　北館、西館、南館　各６
回
　参加人数（全館）１９３
人
また図書館見学、職場体験
の受入れを随時行った。

継続して実施。

小学生対象の夏休み１日図
書館員を各館で実施した。
　中央館　８回
　北館、西館、南館　各６
回
　参加人数（全館）２１９
人
また図書館見学、職場体験
の受入れを随時行った。

継続して実施。

小学生対象の夏休み１日図
書館員を各館で実施した。
　中央館　８回
　北館、西館、南館　各６
回
　参加人数（全館）２３４
人
また図書館見学、職場体験
の受入れを随時行った。

職場体験等、内容・受付体
制の見直しを行い、図書館
事業とするか検討する。
（連番４６と同）

１日図書館員を全館で実施
した。
実績　全館　２６回実施、
参加者２１８人　　図書館
見学、職場体験の受入を随
時行った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4

１日図書館員の募集者数に対して
応募者数の多さの解消を図ってき
たが、継続して検討していく。
また、職場体験においては、学校
と連携しながら継続して受入を
行っていく。

1111 中央図書館
１日図書館員など
の職場体験や見学

の受け入れ

子どもたちが実際に図書館
業務を体験することによっ
て、図書館に対する理解や
関心を深めるとともに本に
対する親しみを養ってもら
うために、小学生を対象と
した１日図書館員などの職
場体験・見学の受入を行い
ます。
（連番４６との関連あり）

4 4

4 4 4 4

移動図書館の巡回と出前図書館事
業の内容の充実を図るため、時間
の割り振り等、巡回先の施設と協
議を続けていく。

10

5 5 2

子どもの読書環境整備に役立つよ
う不要本の有効利用を図ってい
く。しかし、毎年実施するには不
要本の確保が難しくなってきてい
る。

9

10 中央図書館

移動図書館の巡回
ルートの拡充や新
たなサービスの提

供

巡回ルートの拡充を図ると
ともに児童施設の訪問な
ど、移動図書館の新たな
サービスの提供に努めま
す。

4

9 中央図書館
図書館で不用に

なった本の学校等
への提供

本を有効に活用し、読書環
境を支える一助とするた
め、本のリサイクルを行
い、図書館で不用になった
本を学校等の団体や市民に
提供します。

4 4

4 4 4 4
今後とも内容の充実を図ってい
く。

8

4 4 4

各種関連事業を実施する上で、原
作の本の紹介等より子どもと本を
結びつけることをより充実させ
る。

7

8 中央図書館
子どもの発達段階
に応じたおはなし
会の拡充（新）

参加者により楽しんでいた
だけるよう乳幼児向けおは
なし会など、子どもの発達
段階に応じたおはなし会を
行います。（新規）

（連番２と関連）

4

7 中央図書館
原作の本を併せて
紹介する映画会や

人形劇

子どもが作品に直に接する
とともに、その原作などの
関連した本を併せて紹介す
ることで、幼児期から図書
館や本に親しんでもらうた
めに、定期的におはなし会
や映画会・人形劇を実施し
ます。

4 4

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 2
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連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

「こどもきぃぷ２００６年
春号」を作成した。
　　　500部
配布先：市内各図書館、県
内公共図書館、市内公立小
学校、来館者等

「こどもきぃぷ」１２月作
成予定。
　500部

「こどもらぽーる」６月作
成予定。
　3,000部

「こどもきぃぷ２００７年
７号」を作成。
　500部
子ども向け図書館利用案内
「ひらつかしとしょかんへ
ようこそ!」を作成。
　９00部
配布先：市内各図書館、県
内公共図書館、来館者等
「こどもらぽーる」は発行
せず。

「こどもきぃぷ」作成。
　　3,000部

「こどもらぽーる」作成。
　見やすいもの、興味をひ
くもの（カラーなどで）を
作成する。
　　3,000部

「こどもきぃぷ２００８年
８号」作成。
　　1,000部

ブックリスト「このほんな
あに？」作成。
　　1,000部
配布先：市内各図書館、県
内公共図書館、来館者等

「こどもきぃぷ」作成。
1,000部

「こどもらぽーる」作成。
3,000部

「こどもきぃぷ２００９年
９号」作成。
　　500部
「こどもきぃぷ特別版」作
成。
　　500部

「本をさがしてみよう～し
らべもののヒント～」作
成。
　　1,000部
配布先：市内各図書館、県
内公共図書館、来館者等

「こどもきぃぷ」作成。

「こどもきぃぷ」４００部
作成。
「こどもきぃぷ」いわさき
ちひろ特集号　５００部作
成。
ブックリスト「あかちゃん
におすすめのえほん」改訂
版を作成。

6 25 7 14 13 19 6 7 7

読み語り講習会（３日）
わらべうた講習会（１日）
紙芝居実演講習会（２日）
を各１回実施した。

継続して実施。

講習会のサイクルの見直
し・確認（長期計画を立て
る）。

読み語り講習会　（３日）
２４人、
わらべうた講習会　（２
日）２７人、
ストーリーテリング講習会
（１日）１１人を各１回実
施した。

継続して実施。

連番１５と関連あり。
講習会受講者に活動の場を
紹介することについて検
討。

読み語り講習会　（２日）
２５人、
わらべうた講習会　（２
日）２７人、
紙芝居実演講習会（２日）
１４人を各１回実施した。

継続して実施。
市内で活動するボランティ
ア（学校・公民館等の活動
を中心に）への支援（本の
バックアップ等）について
検討。

乳幼児向け読み語り講習会
（２日）２１人、
小学生向け読み語り講習会
（２日）２９人、
パネルシアター講習会（２
日）２６人を各１回実施し
た。

継続して実施。
市内で活動するボランティ
ア（学校・公民館等の活動
を中心に）への支援（本の
バックアップ等）について
検討。

乳幼児向読み語り講習会
２日　３７人、
小学生向け読み語り講習会
２日　５４人、
パネルシアター講習会　２
回　３９人を実施した。
学校図書ボランティアを対
象の講習会は７校で実施し
た。

180 180 180 180 180 180 0 180 180

資料の充実を図った。
職員の質の向上を目指し、
各自が外部のレファレンス
研修（児童書）に参加し、
他の職員と共有するため、
資料の回覧を行った。
今年度はそこで得たものを
共有するための報告につい
て効果的な方法や場が設け
られなかったため、来年度
共有・利用方法について検
討する。（２１年度まで継
続）

資料の充実を図ることに加
え、職員の質の向上を目指
し、各自が外部のレファレ
ンス研修（児童書）に参加
し、そこで得たものを共有
する。各担当職員に報告す
る方法等を検討する。（２
１年度まで継続）

資料の充実を図ることに加
え、職員の質の向上を目指
し、各自が外部のレファレ
ンス研修（児童書）に参加
し、そこで得たものを児童
担当職員に報告した。（２
１年度まで継続）

継続して実施。

資料の充実を図ることに加
え、職員の質の向上を目指
し、各自が外部のレファレ
ンス研修（児童書）に参加
し、そこで得たものを児童
担当職員に報告した。（２
１年度まで継続）

継続して実施。

資料の充実を図ることに加
え、職員の質の向上を目指
し、各自が外部のレファレ
ンス研修（児童書）に参加
し、そこで得たものを児童
担当職員に報告した。（２
１年度まで継続）

継続して実施。

資料の充実を図ることに加
え、職員の資質の向上を目
指した。
外部のレファレンス研修
（児童サービス）に参加し
た職員が、研修内容を児童
担当職員の中で報告し共有
した。
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おはなし会ボランティア
（中央館、北館、西館、南
館で活動）。
ブックスタートボランティ
アを今年度募集し、活動を
開始した。
資料の検索方法を知っても
らったり、バックヤード見
学を行う「大人向け一日図
書館員（仮称）」を今年度
試行予定したが未実施。

おはなし会ボランティア
（中央館、北館、西館、南
館で活動）。
ブックスタートボランティ
アを今年度募集する。資料
の検索方法を知ってもらっ
たり、バックヤード見学を
行う「大人向け一日図書館
員（仮称）」を今年度試行
予定。

おはなし会ボランティア
（中央館、北館、西館、南
館で活動）、
ブックスタートボランティ
アを追加募集した。
「大人向け一日図書館員
（仮称）」未実施。

連番１３と連動して、ボラ
ンティア組織化の検討。

おはなし会ボランティア
（中央館、北館、西館、南
館で活動）
ブックスタートボランティ
アを追加募集し、ブックス
タート会場で活動

ボランティアの活動の場の
整備。

おはなし会ボランティア
（中央館、北館、西館、南
館で活動）
ブックスタートボランティ
アを追加募集し、ブックス
タート会場で活動

ボランティアの活動の場の
整備。

おはなし会ボランティアと
ブックスタートボランティ
アは全館で活動中。
映画会ボランティアは、中
央館で活動中。

148 176 142 180 156 140 120 70 52

１２月に読み聞かせボラン
ティア養成講座を開催し
た。参加者は９名。

５月に読み聞かせボラン
ティア養成講座を開設す
る。定員２０名。

５～６月に読み聞かせボラ
ンティア養成講座を開設し
た。参加者１６名。

４月にかけて読み聞かせボ
ランティア養成講座を開設
する。定員２０名。

４月に読み聞かせボラン
ティア養成講座を開設し
た。参加者２０名

６～７月にかけて読み聞か
せボランティア養成講座を
開設する。定員２０名。

６～７月にかけて、読み聞
かせボランティア養成講座
を開設した。参加者は１１
名。

６～７月にかけて読み聞か
せボランティア養成講座を
開設する。定員２０名。

６～７月にかけて読み聞か
せボランティア養成講座を
開設した。参加者は１８
名。

60 90 90 90 90 90 90 90 90

前年度講座受講者６名が２
つの子どもの家でおはなし
会を実施した。また、この
参加者を中心とした読み聞
かせサークルが発足し、定
期的に子どもの家でおはな
し会をしていくこととなっ
た。また、本年度受講者も
３名が子どもの家でおはな
し会を行った。

講座修了後、順次各子ども
の家でおはなし会を実施し
て行く。

８月に大野子どもの家でお
はなし会を実施した。参加
者６名  また、読み聞かせ
サークルが、みなと・大野
子どもの家で月１回定期的
におはなし会を行った。

講座修了後、順次各子ども
の家でおはなし会を実施し
て行く。また、読み聞かせ
サークルがみなと・大野子
どもの家で月１回定期的に
おはなし会を実施する。

７月にみなと子どもの家
で、８月に大野子どもの家
で講座修了生の希望者が、
おはなし会を実施した。参
加者はみなとが２名、大野
が４名だった。また、読み
聞かせサークルが、毎月、
子どもの家で定期的におは
なし会を実施した。

講座修了後、順次各子ども
の家でおはなし会を実施し
て行く。

講座修了生のうち希望者２
名が、８月にみなと子ども
の家でおはなし会を実施し
た。また、読み聞かせサー
クルの活動や、子どもの家
の自主事業として各館で定
期的に実施した。

講座修了後、順次各子ども
の家でおはなし会を実施し
て行く。

講座修了生のうち希望者２
名が８月に山城子どもの家
でおはなし会を実施した。
また、読み聞かせサークル
の活動や、子どもの家の自
主事業として各館で定期的
に実施した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 4 4

市民ボランティアが積極的に活動
している。事務局は行政が行い、
実際の活動はボランティアと行政
の協議で行われている。市民との
協働を推し進めていく。

1515 中央図書館

様々な働きかけ
（サービス）につ
いてのボランティ

アとの協働

子どもが読書を楽しむこと
ができるよう、様々な働き
かけ（サービス）について
ボランティアとの協働を図
ります。

3 3

4 4 4 4

読書活動の推進に伴い、個人の読
書相談のみならず、ボランティア
等からの相談が増加している。研
修等で職員の資質の向上を図り、
サービスを高めていく。

14

4 4 4

講習会への参加希望者はほぼ受入
可能となっている。講習会受講後
のボランティア受入施設は子ども
読書活動推進協議会等の活躍によ
り拡充させる。

13

14 中央図書館
読書相談や調べ物
サービスの充実

多様化する読書相談や調べ
物に的確に対応できるよ
う、サービスの充実をめざ
します。

（連番３２、２６と関連）

3

13 中央図書館

読み聞かせなどの
養成講座の開催や
ボランティアグ
ループへの支援

絵本の読み聞かせなどの技
能取得・向上を目的とした
養成講座を行うとともに、
ボランティアによる子ども
の読書推進活動や学校図書
館活動を支援します。

（連番１５と関連）

4 4

4 4 4 5
図書館事業の広報及び利用促進の
ため、今後も検討していく。

1212 中央図書館
子ども向け図書館
機関紙やブックリ

ストの充実

子ども向けの図書館概要
「こどもらぽーる」や図書
館機関紙「こどもきぃ
ぷ」、それぞれテーマごと
の本を集めたブックリスト
「こんな本みーつけた」を
発行するとともに、内容を
充実させます。

（配布について連番５と関
連）

4

4 4 4

講座修了生は時間をかけて絵本を
選び自宅で読み聞かせの練習をす
るなど、おはなし会の準備を積極
的にして参加していた。終了生が
読み聞かせを体験する場として、
また、子どもの家を利用している
児童・保護者にとっても有意義な
時間となっていた。

1717 青尐年課
子どもの家でのお
はなし会（新）

子どもの家に上記講座修了
者を派遣し、おはなし会を
行います。（新規）

5 4

4 4 4 4

幅広い年齢層からの申し込みが
あった。また、初心者向けの講座
ではあったが、すでに市内でボラ
ンティア活動をされている参加者
からも新しい発見があったと好評
であった。講座実施後のアンケー
トでは、今後の活動について意欲
的なコメントが毎年多数あった。

1616 青尐年課

青尐年会館での読
み聞かせボラン
ティア養成講座

（新）

青尐年会館において、読み
聞かせボランティアを養成
する講座を開設します。
（新規）

5

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 3



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

図書室や図書コーナーのあ
る館については、利用者等
と改善に向けた連携を図る
とともに、地域の方に不用
になった本の提供を呼びか
けた。また、公民館だより
で、身近な読書情報を掲載
した館もあった。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努める。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努めた。市のモ
デル地区（港）と連携し、
不用になった本の回収を
行った。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努める。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努めた。また、
公民館だよりを通じ、不用
になった本の提供を呼びか
けた。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努める。

それぞれの館の実情に応じ
た取り組みを推進し、読書
環境の改善に努めた。ま
た、花水公民館においてリ
サイクルボックスを設置し
た他、推進協議会を通じて
市内信用金庨にもリサイク
ルボックスの設置依頼をし
た。

それぞれ館の実情に応じた
取り組みを推進し、読書環
境の改善に努める。

それぞれの館の実情に応じ
た取り組みを推進し、読書
環境の改善に努めた。ま
た、昨年度設置分を含め地
区公民館３館において、リ
サイクルボックスを設置し
た。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

・第一段階として、各事業
者の窓口となる庁内関係課
に協力依頼をした。

子どもの読書環境の大切さ
を積極的にＰＲし、事業者
等に趣旨を理解していただ
き、協力していただけるよ
う継続的な依頼を行う。

引き続き、各事業者の窓口
となる庁内関係課に協力依
頼をした。

子どもの読書環境の大切さ
を積極的にＰＲし、事業者
等に趣旨を理解していただ
き、協力していただけるよ
う継続的な依頼を行う。

引き続き、各事業者の窓口
となる庁内関係課に協力依
頼をした。

子どもの読書環境の大切さ
を積極的にＰＲし、事業者
等に趣旨を理解していただ
き、協力していただけるよ
う継続的な依頼を行う。

推進協議会により市内信用
金庨にリサイクルボックス
設置された。

子どもの読書環境の大切さ
を積極的にＰＲし、事業者
等に趣旨を理解していただ
き、協力していただけるよ
う継続的な依頼を行う。

推進協議会により市内信用
金庨に設置されたリサイク
ルボックスが管理されてい
る。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

多くの学校で読書活動計画
を作成し、朝の読書活動等
を積極的に推進した。

各学校における読書活動計
画の作成及び朝の読書を積
極的に推進していく。

多くの学校で読書活動計画
を作成し、朝の読書活動等
を積極的に推進した。

各学校における読書活動計
画の作成及び朝の読書を積
極的に推進していく。

多くの学校で読書活動計画
の作成及び朝の読書を積極
的に推進した。

各学校における読書活動計
画の作成及び朝の読書を積
極的に推進していく。

多くの学校で読書活動計画
の作成及び朝の読書を積極
的に推進した。

各学校における読書活動計
画の作成及び朝の読書活動
を積極的に推進していく。

多くの学校で読書活動計画
を作成し、朝の読書活動等
を積極的に推進した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

小学校の図書館教育部会や
中学校の学校図書部会では
テーマを設け、年間計画を
立てて取り組んだ。また、
教育課程実践研究員会でも
読書活動を取り上げ、子ど
もたちの自主的、意欲的な
読書活動の推進に向けた実
践研究を行った。

小学校の図書館教育部会や
中学校の学校図書部会では
テーマを設け、年間計画を
立てて取り組んでいく。

小学校の図書館教育部会や
中学校の学校図書部会では
テーマを設け、年間計画を
立てて取り組んだ。また、
子どもたちの学習や読書活
動を充実させるため、学校
司書が配置された小学校４
校を研究モデル校とし、学
校図書館の活用を推進し
た。

小学校の図書館教育部会や
中学校の学校図書部会では
テーマを設け、年間計画を
立てて取り組んでいく。ま
た、学校司書が配置された
学校を研究モデル校とし、
学校図書館の活用を推進す
る。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会ではテーマを
設け、年間計画を立てて取
り組んだ。また、学校司書
が配置された小学校１２校
を研究モデル校として、学
校図書館の活用を推進し、
子どもたちの学習や読書活
動の充実を図った。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会ではテーマを
設け、年間計画を立てて取
り組み、各学校での研修活
動や読書指導等に生かす。
また、学校司書が配置され
た２０校を中心に、学校図
書館の活用を推進し、子ど
もたちの学習や読書活動の
充実を図る。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会ではテーマを
設け、年間計画を立てて取
り組み、各学校での研修活
動や読書指導等に生かし
た。また、学校司書が配置
された20校を中心に、学校
図書館の活用を推進し、子
どもたちの学習や読書活動
の充実を図った。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会ではテーマを
設け、年間計画を立てて取
り組み、各学校での研修活
動や読書指導等に生かす。
また、学校司書が配置され
た２４校を中心に、学校図
書館の活用を推進し、子ど
もたちの学習や読書活動の
充実を図る。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会ではテーマを
設け、年間計画を立てて取
り組み、各学校での研修活
動や読書指導等に生かし
た。また、学校司書が配置
された24校を中心に、学校
図書館の活用を推進し、子
どもたちの学習や読書活動
の充実を図った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

・県のモデル地区（神田）
の取組みの中で、同様の内
容を実施する計画になって
いたため、バックアップす
るとともに、他地区への展
開を考察した。

市のモデル地区（4地区）
取組の中で、交流会や研修
会を通じ、多彩な活動を全
市的な取組みに発展できる
よう促す。

読書講演会の中でモデル地
区の活動報告を行い、多彩
な活動を全市的な取組みに
発展できるよう促した。

推進地区の取組の中で、交
流会や研修会を通じ、多彩
な活動を全市的な取組みに
発展できるよう促す。

各中学校区の協議会におい
て、ボランティアのスキル
アップのための講習会や研
修会が開催された。また、
協議会の代表者会議を数回
開催し、多彩な活動につい
て情報の共有化が図られ
た。

推進地区の取組の中で、交
流会や研修会を通じ、多彩
な活動を全市的な取組みに
発展できるよう促す。

各中学校区の協議会におい
て、ボランティアのスキル
アップのための講習会や研
修会が開催された。また、
協議会の代表者会議を３回
開催し、情報の共有化が図
られた。

各中学校区協議会の取り組
みの中で、交流会や研修会
を通じ、多彩な活動を全市
的な取組みに発展できるよ
う促す。

各中学校区の協議会におい
て、ボランティアのスキル
アップのための講習会や研
修会が開催された。
また、代表者会議にて情報
の共有化が図られた。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

体験学習等の一環で、中学
生が幼稚園や保育園に出向
き、読み聞かせ等を行っ
た。

市のモデル地区の取り組み
の中に、できるだけプログ
ラムとして取り入れてくれ
るよう促す。

市のモデル地区の取り組み
の中で、中学生が小学校に
出向き、小学生に読み聞か
せ等を行った。また、老人
施設でも実施した。

連番１３と連動して、ボラ
ンティア活動の場・内容
（ヤングアダルト図書に関
係したものなど）等の検
討。

推進地区の取り組みの中
で、中学生が小学校で読み
語りを行った。また、福祉
施設での読み語りも実施さ
れた。

推進地区の取り組みの中
に、できるだけプログラム
として取り入れてもらえる
よう促す。

協議会の取り組みの中で、
中学生が小学校や保育園で
読み語りを行った。

各協議会の取り組みの中
に、できるだけプログラム
として取り入れてもらえる
よう促す。

協議会の取り組みの中で中
学生や高校生が保育園での
読み聞かせを行った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4

現状３館においてリサイクルボッ
クスを設置したが、設置後の維
持・管理の面で誰が行うかといっ
た課題がある。第二次推進計画の
目標値を達成するためにも、地域
に協力を求めるなどの方法で課題
をクリアしていきたい。

1818 社会教育課

公民館利用者との
連携による本のリ
サイクルボックス

事業（新）

公民館において、利用者と
の連携により、不用になっ
た本の貸し借りなど「本の
リサイクルボックス（仮
称）」事業の仕組みづくり
をめざします。（新規）

3 3

4 4 4

各中学校区読書活動推進協議会に
おいて、ボランティアのスキル
アップのための取り組みが行われ
ている。
　図書ボランティア活動のより一
層の充実を図るため、第二次推進
計画においては、全市的なネット
ワーク組織の構築を図りながら進
めていく。

2222
各学校

社会教育課

交流会や研修会を
通じた図書ボラン
ティア活動の充実

図書ボランティアグループ
をはじめ地域の様々な方々
との連携を図りながら、読
み聞かせやブックトークや
ストーリー・テリング※な
どを一層積極的に取り入れ
るよう促すとともに、交流
会や研修会を通じてそれら
多彩な活動を全市的な取組
みに発展するよう促しま
す。（新規）

4 4

3 3 3 3

各事業者の窓口となる庁内関係課
に協力依頼を行ってきた他、推進
協議会によって市内信用金庨にリ
サイクルボックスが設置された。

1919
社会教育課
中央図書館

病院や学童保育所
等の事業者への協

力（新）

公共施設に限らず病院や学
童保育所、店舗のキッズ
ルームなど、子どもが訪れ
る場所に、本がいつでもあ
る環境が整備できるよう事
業者等に協力を求めます。
（新規）

3

4 4 4

校内における子どもの読書活動に
関する研修活動の充実を図るた
め、小学校教育研究会図書館教育
部会や中学校教育研究会学校図書
部会ではテーマを設け、年間計画
を立てて取り組み、各学校での研
修活動や読書指導等に生かした。
また、学校司書が配置された学校
を中心として、学校図書館の活用
を推進し、子どもたちの学習や読
書活動の充実を図った。

2121
各学校
指導室

研修活動の充実や
読書指導の充実

（新）

校内における子どもの読書
活動に関する研修活動の充
実を促します。また、小・
中学校の関係研究会と連携
し、読書指導に関する研
究・実践や学校図書館の活
用方法のモデル的な取組み
の紹介等を行うことによ
り、学校図書館や図書館を
活用した読書指導の充実を
図ります。（新規）

4 4

4 4 4 4
各学校に応じた読書活動計画を作
成し、読書週間や朝の読書活動等
を積極的に推進した。

2020
各学校
指導室

読書活動計画の作
成、朝の読書や休
み時間中等の読書

（新）

各学校に応じた読書活動計
画を作成し、読書週間や月
間を設け、朝や休み時間中
の読書、学級活動やホーム
ルームでの読書会などを実
施します。（新規）

4

4 4 4

協議会の取組として定着してきた地区も
あることから、今後も各協議会の取組の
中に取り入れてもらえるよう継続して促
していく。

計画通り進行している。公立保育園にお
ける事業として定着しており、読書の大
切さが保護者や参加者の中へ浸透してい
ると思われる。今後も継続して実施して
いきたい。

2323

こども家庩
課

社会教育課
中央図書館

中学生、高校生の
ボランティア活動
の情報提供や相談
の機会の充実(新)

中学生、高校生におけるボ
ランティア活動の一環とし
て、公民館や保育園等での
読み聞かせボランティア活
動の情報提供や相談の機会
を充実します。（新規）

（連番２７と関連）

3 4

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 4



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。開放保
育や地域の子育て支援の場
で地域の子育て家庩に絵本
についての講座を実施。
園児や地域の子育て家庩に
対し年齢にあった絵本の選
定、貸し出しを実施。

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
講座を実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
貸し出しを実施。１０園
読書に関する職員研修や講
演を実施。年間１回

地域のボランティアによる
読み聞かせ実施（１０
園）。
開放保育や地域の子育て支
援の場で子育て家庩に絵本
についての講座実施。
園児、地域の子育て家庩に
年齢にあった絵本の選定、
貸出実施。
研修会を実施し、職員の意
識向上を図った

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
講座を実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
貸し出しを実施。１０園
読書に関する職員研修や講
演を実施。

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。
地域の子育て家庩に絵本の
講座実施。
開放保育等で絵本の貸し出
しを実施。
地区保育士会の研究会で絵
本について取り組みを行
い、研究会が中心となり他
の職員との知識共有を図っ
た。

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
講座を実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
貸し出しを実施。１０園
読書に関する職員研修や講
演を実施。年間１回

・地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる読
み聞かせの実施　10園
　幼児クラスだけでなく、
乳児への読み聞かせを実施
し、年齢の幅が広がってき
た。
・地域子育て家庩に絵本の
講座を実施　　１０園
　育児講座の中で絵本の講
座を実施した。
　公民館等の子育て広場
ﾃﾞ､ｴﾌﾟﾛﾝｼｱﾀー、紙芝居、
絵本の読み聞かせを実施し
た。
･地域の子育て家庩に絵本の
貸し出しを実施　１０園
　開放保育等で絵本の講座
を実施した。
･読書に関する職員研修や講
座を実施　年間1回
　職員意識の向上のため、
講師を招き読書に関する職
員研修会を実施した。

地域のボランティアによる
読み聞かせの実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
講座を実施。１０園
地域の子育て家庩に絵本の
貸し出しを実施。１０園
読書に関する職員研修や講
演を実施。年間１回

地域のボランティアよる読
み聞かせ（１０園）
地域の子育て家庩に絵本の
貸出しを実施（１０園）
開放保育での絵本読み聞か
せの充実
公民館等の子育て広場で紙
芝居・大型絵本の読み聞か
せを実施した。
育児講座の中で絵本の講座
を実施した。

0 30 0 0 0 0 0 0 0

大学生、中高生の職場体験
の受け入れ及び、地域との
交流事業で絵本の読み聞か
せを実施。

職場体験受け入れ時や地域
との交流事業を通した絵本
の読み聞かせによる交流を
図る。

中高生、大学生等の職場体
験の受け入れ時に絵本を介
した交流を実施。

職場体験受け入れ時や地域
との交流事業を通した絵本
の読み聞かせによる交流を
図る。

職場体験の受け入れ時に絵
本の読み聞かせによる交流
を実施。園児を膝の上に乗
せて絵本視聴するなどの微
笑ましい姿が見られた。

職場体験受け入れ時や地域
との交流事業を通した絵本
の読み聞かせによる交流を
図る。

･職場体験受け入れ時に、学
生手作り絵の読み聞かせ等
の交流を実施した。

職場体験受け入れ時や地域
との交流事業を通した絵本
の読み聞かせによる交流を
図る。

･職場体験受け入れ時に、学
生手作り絵の読み聞かせ等
の交流を実施した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

今年４月に収集基準の改定
を行った。

　―　―　―　―　―　―　―
―

　―　―　―　―　―　―　―
―

　―　―　―　―　―　―　―
―

―　―　―　―　―　―
実際の収集を収集基準に照
らし合わせ、状況を確認す
る。

確認済。
実際の収集を収集基準に照
らし合わせ、状況を確認す
る。

確認済。

0 0 0 0 0

ヤングアダルトコーナーに
ついて、全館で検討し、各
館で方向性を決定した。

各館でヤングアダルトコー
ナーを設置する。

各館でヤングアダルトコー
ナーを設置した。

ヤングアダルトコーナー設
置後の利用状況を見て収集
の見直しを実施する。

各館でヤングアダルトコー
ナーの利用状況を見なが
ら、設置図書の追加を順次
行った。

中高生ボランティアの受入
れを検討。ヤングアダルト
コーナーの利用拡大に向
け、継続して設置図書の充
実をはかる。

各館でヤングアダルトコー
ナーの利用状況を見なが
ら、設置図書の追加を順次
行った。

中高生ボランティアの受入
れを検討。ヤングアダルト
コーナーの利用拡大に向
け、継続して設置図書の充
実をはかる。

各館でヤングアダルトコー
ナーの利用状況を見なが
ら、設置図書の追加を順次
行った。

0 230 115 500 588 500 535 500 493

日本の絵本の洋書版などを
購入した。４２冊

購入する本を見直す。
・ひらがな、カタカナ、ア
ルファベットのことば習得
の本
・文章のない絵本
　　　　　　　　　など

日本の絵本の洋書版などを
購入した。27冊。雑誌１
誌。

継続して購入する。
日本の絵本の洋書版などを
購入した。１０７冊

購入する言語・割合等、
データ整備について検討。

日本の絵本の洋書版などを
購入した。１４冊

継続して購入する。
日本の絵本の洋書版などを
購入した。２６冊。

77 30 31 60 112 60 26 60 47

子ども向けホームページの
仕様を決定した。平成１８
年４月１３日に公開予定。

子ども向けホームページを
作成する。

子ども向けホームページを
作成した。

子ども向けホームページに
ついて、提供する情報の内
容について検討する。

子ども向けリンク集を作成
した。

学校図書館ボランティア向
けホームページについて検
討する。

学校図書館ボランティア向
けホームページを作成し
た。

提供する情報の内容につい
て検討する。

情報内容について、検討を
行った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

来年度から、より詳しい
データのある図書のＭＡＲ
Ｃに変更することが決定し
た。

古いデータの整備について
検討（尐しずつデータの修
正を行う　など）。

古いデータの整備について
検討。
データの修正は図書の著者
表示より開始。

古いデータの整備について
順を決め実施する。

古いデータ整備について、
一部修正を行った。３件。

古いデータの整備について
順を決め実施する。

修正済。 蔵書データの整備は終了。 ２０年度で終了

0 0 0 0 0 0 0 0 0

次期システムの利用者端末
で本の場所が表示される。
それにともない、探しやす
くするため棚に番号をつけ
ることなどを実施した。

平成１７年度、１８年度
に、各館で改善が必要な
点、改善方法を検討する。

順次必要な改善を行った。
フロア・書架の案内版の修
正を検討する。

中央館職員内で館内表示検
討チームを作成し、各フロ
ア表示の現状分析を行っ
た。総合案内板を作成し
た。

各フロア・書架表示につい
て引き続き検討し、改善を
すすめる。

書棚の表示を順次、わかり
やすく改善した。

各フロア・書架表示につい
て引き続き検討し、改善を
すすめる。

書棚の表示を順次、わかり
やすく改善した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4

書棚に番号を付与したり、見出し
板を入れるなどの方法で、本を探
しやすくなるように配慮した。
引き続き、改善をしていく。

3131 中央図書館
探しやすい本の配
架・レイアウト等

の改善

図書を探しやすく使いやす
くするために、図書の配置
や案内などを改善します。

4 4

4 4 5 5

平成１８年度から、詳細な書誌
データを導入することで、ホーム
ページからも図書のあらすじを確
認したり、件名での検索が可能に
なったりしたことで、利用者が目
的の本を探しやすくなった。

30

4 4 4

図書館子ども向けホームページ
に、年間およそ6000回のアクセ
スがあり、図書館の広報に役立っ
ている。
引き続き、内容の充実を図ってい
く。

29

30 中央図書館 蔵書データの整備
誰でも必要な本や資料を探
し出せるように、蔵書デー
タの整備を図ります。

4

29 中央図書館
図書館情報網によ
る情報発信機能の

充実

インターネットなどによる
図書館情報の発信や予約シ
ステムの充実など、情報発
信機能の充実を図ります。

（連番１２と関連）

4 4

3 4 4 4
年度により購入冊数の増減があ
り、中期的目標を設定し購入計画
を見直す。

28

4 4 4

読書離れが進みやすい時期であ
り、成果があらわれにくいが、資
料の充実を図り、サービスの向上
につなげていく。

27

28 中央図書館
外国籍の子どもの
読書環境の充実

（新）

日本語以外の言語を母国語
とする利用者の読書環境を
支えるために、外国語の本
等を購入し提供します。

4

27 中央図書館
中高生向けの図書

の充実

中高生に読書の楽しみの機
会を提供し読書への関心を
深めるために、中高生向け
図書の充実を図ります。

（連番２３と関連）

4 4

4 4

平成１７年度に大幅な見直しを
行った。毎年、基準と実際の収集
とを比較し、ずれがないかを確認
していく作業が必要となる。

2626 中央図書館
利用者のニーズに
沿った図書の収集

基準の見直し

利用者のニーズに合った図
書館の資料を収集するため
に収集基準を見直し、必要
に応じて改定を行います。

4

4 4 4

計画通り進行している。公立保育
園における事業として定着してお
り、読書の大切さが保護者や参加
者の中へ浸透していると思われ
る。今後も継続して実施していき
たい。

2525

こども家庩
課

各学校

職場体験などによ
る幼児と中高生と
の絵本を介した交

流の機会

職場体験学習などの受け入
れにより、幼児と中学生、
高校生等との交流の場を持
ち、お互いに絵本の読み聞
かせの楽しさを共有できる
機会を増やします。（新
規）

4 4

4 4 4 4

計画通り進行している。公立保育
園における事業として定着してお
り、読書の大切さが保護者や参加
者の中へ浸透していると思われ
る。今後も継続して実施していき
たい。

2424
こども家庩

課

研修会を通じた職
員の意識向上、保

護者への啓発

幼稚園・保育園において
は、読書に関する研修会や
講演会の参加などを通して
職員の意識向上を図るとと
もに、あらゆる機会に保護
者に対して読み聞かせなど
の大切さの理解を促しま
す。

3

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 5



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容
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価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

各種研修へ参加し、研修内
容を他の職員と共有するた
めに資料の回覧を行った。
昨年度の日本図書館協会の
研修の他の職員へのフィー
ドバックについて、今年度
は報告として、資料の回覧
を行った。
司書の採用要求（継続し
て）

研修資料の共有・利用方法
を検討しまとめる。（２１
年度まで継続）

各研修への参加、資料の共
有を継続実施。

各研修への参加、資料の共
有を継続実施。司書の採用
要求（継続して）

各研修への参加、資料の共
有を継続実施。

各研修への参加、資料の共
有を行った。

各研修への参加、資料の共
有を継続実施。

各研修への参加、児童担当
者会議で資料の共有を行っ
た。

各研修への参加、資料の共
有を継続実施。

外部の研修に参加した職員
が、研修内容を児童担当職
員の中で報告し共有した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

公民館・学校図書館などの
状況を確認し、拠点作りの
可能性を検討した。

Ｈ１７度に収集した情報を
元に、可能な方法を検討す
るとともに、情報収集を継
続する。

文庫との協議を定例化し、支
援用として要望の多い図書を
購入した。

文庫との協議を継続する。
文庫支援用の図書の購入。

文庨との協議を継続し、要
望にあわせて貸出を行っ
た。

１９年度から継続して、拠
点作りの方法、ボランティ
アの有無の検討。

分室・出張窓口について検
討開始。

検討を継続する。
駅前市民窓口センターに続
き、金目公民館へ返却ポス
トの設置を行った。

0 0 454 480 480 467 2,178 2,174 2,174

関係施設への出前図書館・
巡回を実施した。
巡回先となる施設を随時検
討し、希望施設を募った。

対象施設　　２ヶ所

１７、１８年度で巡回施設
を増設する。
ニーズの収集・分析を行
う。
巡回ポイント増設を検討す
る。

関係施設への出前図書館・
巡回を実施した。
巡回先となる施設を随時検
討し、希望施設を募った。

対象施設　　１ヶ所

現状の見直し。

出前図書館の巡回を実施し
た。
巡回先となる施設を随時検
討し、希望施設を募った。

対象施設　　１ヶ所
貸出点数　　2891点

現状の見直し。

出前図書館の巡回を実施し
た。
巡回先となる施設を随時検
討し、希望施設を募った。

対象施設　　１ヶ所
貸出点数　　2272点

受入施設を募る。

出前図書館の巡回を実施し
た。
巡回先となる施設を随時検
討し、希望施設を募った。

対象施設　　１ヶ所
貸出点数　　1835点

0 0 0 798 797 700 700 630 620

実施方法の計画を立てた。
コスト面など、実施に関わ
る問題を引き続き検討して
いく。

引き続き、実施に向けて方
法を検討する。

引き続き、実施に向けて方
法を検討した。

１９年度中に実施する。
引き続き、実施に向けて方
法を検討した。

２０年度６月に実施する。

２０年度６月に中央館で時
間延長を実施した。
中央館　平日9：00～
19：00まで開館。（子ど
も室は17：00までだが、
4～９月のみ18：00まで
開館）

今後の運用方法の検討。

２０年度に開始した時間延
長について、利用状況等を
確認し、今後の運用を検討
した。

0 0 0 0 0 5,250 5,250 6,300 6,300

子どもの家合同運営委員会
にて図書の提供を呼びかけ
た。

地域の方に提供を呼びかけ
ていく。

子どもの家合同運営委員会
にて図書の提供を呼びかけ
た。

地域の方に提供を呼びかけ
ていく。

子どもの家合同運営委員会
にて図書の提供を呼びかけ
た。また、図書館の本の処
分の際に分けていただい
た。

地域の方に提供を呼びかけ
ていく。

子どもの家合同運営委員会
にて図書の提供を呼びかけ
た。また、図書館の本の処
分の際に分けていただい
た。

地域の方に提供を呼びかけ
ていく。

子どもの家合同運営委員会
にて図書の提供を呼びかけ
た。また、図書館の処分の
際に分けていただいた。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

・公民館の図書として、各
館15冊程度新書を配布
（51万円:16年度予算）
・これを機に、ボランティ
アグループの連携を図ると
ともに、公民館にも本があ
ることをPRした。
　図書室の改造（松ヶ丘、
金田、大神）、お話し会グ
ループの立ち上げ（大
神）、地域文庨の紹介（吉
沢）

・公民館の図書として、各
館15冊程度新書の購入する
とともに、ボランティアグ
ループとの連携による読書
環境の改善に努める。

・公民館の図書として、各
館2万円程度の新書を購入
するとともに、ボランティ
アグループとの連携による
読書環境の改善に努めた。

・公民館の図書として、各
館15冊程度新書の購入する
とともに、ボランティアグ
ループとの連携による読書
環境の改善に努める。

公民館の図書として、各館
2万円程度の新書を購入す
るとともに、ボランティア
グループとの連携による読
書環境の改善に努めた。

公民館の図書として、各館
10冊程度新書の購入すると
ともに、ボランティアグ
ループとの連携による読書
環境の改善に努める。

公民館の図書として、各館
１万円程度の新書を購入す
るとともに、ボランティア
グループとの連携による読
書環境の改善に努めた。

・公民館の図書として、各
館15冊程度新書の購入する
とともに、ボランティアグ
ループとの連携による読書
環境の改善に努める。

公民館の図書として、各館
１万円程度の新書を購入す
るとともに、ボランティア
グループとの連携による読
書環境の改善に努めた。

0 480 480 480 480 240 240 240 240

平成17年度は各学校からの
予算要求枠とは別枠で、各
校一律20万円の予算を再配
当し、学校図書館図書の蔵
書数の充実を図った。な
お、学校図書館図書の１７
年度当初予算額は、次のと
おり。
小学校費１，６４３万円
中学校費　　９６０万円

平成1８年度は各学校から
の予算要求枠とは別枠で、
各校一律１２万円の予算を
再配当し、学校図書館図書
の蔵書数の充実を図る。な
お、学校図書館図書の１８
年度当初予算額は、次のと
おり。
小学校費１，２２９万円
中学校費　　７３２万円

平成1８年度は各学校から
の予算要求枠とは別枠で、
各校一律20万円の予算を再
配当し、学校図書館図書の
蔵書数の充実を図った。な
お、学校図書館図書の１８
年度決算額は、次のとお
り。
小学校費１，３１８万円
中学校費７９５万円

平成1９年度は学校枠で各
校予算の７％という最低基
準を設定するとともに、教
育総務課枠予算から各校１
２万円を加算して配当し、
蔵書数の充実を図る。な
お、１９年度当初予算額
は、次のとおり。
小学校費１，５５０万円
中学校費　　９９８万円

平成1９年度は学校枠で各
校予算の７％という最低基
準を設定するとともに、教
育総務課枠予算から当初で
各校１２万円、６月補正で
小学校各校２５万７千円、
中学校各校３０万円を加算
して配当し、蔵書数の充実
を図った。なお、１９年度
決算額は、次のとおり。
小学校費２，２６８万円
中学校費１，４５７万円

平成２０年度は学校枠で各
校予算の７％の最低基準を
継続するとともに、教育総
務課枠予算から各校２０万
円を加算して配当し、蔵書
数の充実を図る。なお、２
０年度当初予算額は、次の
とおり。
小学校費１，６７９万円
中学校費１，０３３万円

平成２０年度は学校枠で各
校予算の７％という最低基
準を設定するとともに、教
育総務課枠予算から各校２
０万円を加算して配当し、
蔵書数の充実を図った。な
お、２０年度決算額は、次
のとおり。
小学校費１，０３４万円
中学校費７４０万円

平成２１年度は学校枠で各
校予算の７％の最低基準を
継続するとともに、教育総
務課枠予算から各校５万円
を加算して配当し、蔵書数
の充実を図る。なお、２１
年度当初予算額は、次のと
おり。
小学校費１，１６４万円
中学校費８２５万円

平成２１年度は学校枠で各
校予算の７％の最低基準を
継続するとともに、教育総
務課枠予算から各校５万円
を加算して配当し、蔵書数
の充実を図った。なお、２
１年度当初決算額は、次の
とおり。
小学校費１，２１４万円
中学校費８０５万円

26,030 19,610 21,141 25,486 37,247 27,120 17,736 19,898 20,199

3 5 4
平成２０年度に実施した開館時間
の延長は、利用機会の拡充に非常
に有効であった。

3535 中央図書館
図書館の開館時間

の延長（新）

図書館の利用機会の拡大を
図るため、開館時間の延長
に努めます。（新規）。

4 4

3 3 4 4

来館しづらい子どもにとって、移
動図書館車を活用したサービスは
有効であるが、訪問できる施設が
尐ないため、別の方法でのサービ
スの検討も必要である。

34

3 4 4

駅前市民窓口センター、金目公民
館での返却サービスは、好評であ
る。
資料が返却しやすくなることで、
利用を促進できることからも、引
き続き展開すべきサービスであ
る。

33

34
中央図書館
関係各課

障害のある子ども
への読書活動の充

実

障害のある子どもの読書活
動の充実を図るため、バリ
アフリー化の推進等、施設
面についての配慮に努める
とともに、障害者の受入施
設などの関連施設との連携
を図ります。

4

33
中央図書館
関係各課

学校図書館、公民
館など身近な施設
を活用した拠点づ

くり（新）

身近な図書館づくりとして
図書館ではカバーできない
地域については、学校図書
館や公民館など身近な施設
を活用した拠点づくりを検
討していくことで、子ども
が十分に図書館を活用でき
るようめざします。（新
規）
（連番４５と関連）

3 3

3 3 4 4

研修報告の場を設けることで、職
員の知識の共有ができ、業務への
活用が行なえている。
引き続き積極的に参加し、職員の
質の向上に努める。

3232 中央図書館
児童サービス専任
職員の配置や育成

専任の職員を配置し、研修
等により積極的に職員を育
成し、知識を深めること
で、きめの細かい、より良
いサービスの充実をめざし
ます。

3

5 5 5 5

図書の購入の際に、選書等で各中
学校区子ども読書活動推進協議会
との連携が図れた。
今後も公民館図書の充実を図りな
がら、協議会との連携を深めた
い。

3737 社会教育課

ボランティアグ
ループとの連携に
よる公民館の図書

の充実(新)

絵本の読み聞かせや子育て
などのボランティアグルー
プと連携し、公民館の図書
の充実を図ります。（新
規）

5

4 3 3

学校図書館の蔵書数を増やし、魅
力ある図書に触れられるよう環境
の充実を図ることを目標とし、そ
の達成に向けて予算の増額を行っ
た。

3838
各学校

教育総務課
学校図書館の蔵書

数の充実

学校図書館の蔵書数を増や
し、魅力ある図書に触れら
れるよう環境の充実を図り
ます。

4 4

4 4 4 4

１７年度に比べて子どもの家の図
書棚が充実し、利用する児童が増
加した。第二次計画には入ってい
ないが、今後も図書の充実は継続
する。

3636 青尐年課
子どもの家の図書

の充実（新）
子どもの家における図書の
充実を図ります。（新規）

4

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 6



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

小中学校の関係研究会と連
携し、配架や本の紹介コー
ナーの設置の工夫など情報
交換を行い、司書教諭や図
書担当を中心に学校図書館
の整備を行った。

小中学校の関係研究会と連
携し、配架や本の紹介コー
ナーの設置の工夫など情報
交換を行い、各学校の取り
組みに生かす。

小中学校の関係研究会と連
携し、配架や本の紹介コー
ナーの設置の工夫などの情
報交換を行い、司書教諭や
図書担当を中心に学校図書
館の整備を行った。また、
子どもたちの学習や読書活
動を充実させるため、学校
司書が配置された小学校４
校を研究モデル校とし、学
校図書館の整備を推進し
た。

小中学校の関係研究会と連
携し、配架や本の紹介コー
ナーの設置の工夫などの情
報交換を行い、各学校の取
り組みに生かす。また、子
どもたちの学習や読書活動
を充実させるため、学校司
書が配置された小学校４校
を研究モデル校とし、学校
図書館の整備を推進する。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会等と連携し、
配架や本の紹介コーナーの
設置の工夫などの情報交換
を行い、司書教諭や図書担
当を中心に学校図書館の整
備を行った。また、子ども
たちの学習や読書活動を充
実させるため、学校司書が
配置された小学校１２校を
研究モデル校とし、学校図
書館の整備を推進した。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会等と連携し、
配架や本の紹介コーナーの
設置の工夫などの情報交換
を行い、各学校の取り組み
に生かす。また、子どもた
ちの学習や読書活動を充実
させるため、学校司書が配
置された２０校を中心に、
学校図書館の整備を推進す
る。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会等と連携し、
配架や本の紹介コーナーの
設置の工夫などの情報交換
を行い、司書教諭や図書担
当を中心に学校図書館の整
備を行った。また、子ども
たちの学習や読書活動を充
実させるため、学校司書が
配置された２０校を中心
に、学校図書館の整備を推
進した。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会等と連携し、
配架や本の紹介コーナーの
設置の工夫などの情報交換
を行い、各学校の取組に生
かす。また、子どもたちの
学習や読書活動を充実させ
るため、学校司書が配置さ
れた２４校を中心に、学校
図書館の整備を推進する。

小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会
学校図書部会等と連携し、
配架や本の紹介コーナーの
設置の工夫などの情報交換
を行い、司書教諭や図書担
当を中心に学校図書館の整
備を行った。また、子ども
たちの学習や読書活動を充
実させるため、学校司書が
配置された２４校を中心
に、学校図書館の整備を推
進した。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

学校図書館司書教諭の配置
をめざします。

学校司書の配置をめざしま
す。

サン・サンスタッフ（学校
司書）を4校に配置しまし
た。

サン・サンスタッフ（学校
司書）の配置をめざしま
す。

サン・サンスタッフ（学校
司書）を4月は4校に、9月
からは8校増の12校に配置
しました。

サン・サンスタッフ（学校
司書）の配置をめざしま
す。

サン・サンスタッフ（学校
司書）を２０校に配置しま
した

サン・サンスタッフ（学校
司書）の配置をめざしま
す。

サン・サンスタッフ（学校
司書）を２４校に配置しま
した

0 2,000 1,996 2,000 4,609 10,260 9,931 12,312 11,867

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
めた。

いろいろな研修会の中で、
情報を提供し、教職員の啓
発を図っていく。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
めた。また、学校司書が配
置された学校を研究モデル
校とし、円滑な学校図書館
運営の研究を進めた。

様々な研修を通して情報を
提供し、教職員の啓発を
図っていく。また、学校司
書が配置された学校を研究
モデル校とし、円滑な学校
図書館運営の研究を進め
る。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
めた。また、学校司書が配
置された１２校を研究モデ
ル校とし、円滑な学校図書
館運営の研究を進めた。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
める。また、学校司書が配
置された２０校では、円滑
な学校図書館運営の研究を
進める。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
めた。また、学校司書が配
置された２０校を中心に、
円滑な学校図書館運営の研
究を進めた。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
める。また、学校司書が配
置された２４校を中心に、
円滑な学校図書館運営の研
究を進める。

司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれ
るよう、教職員の啓発に努
めた。また、学校司書が配
置された２４校を中心に、
円滑な学校図書館運営の研
究を進めた。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

小学校における学校図書館
の蔵書のデータベース化の
推進及び中学校における学
校図書館の蔵書のデータ
ベース化の検討　　小学校:
５校/２８校

小学校における学校図書館
の蔵書のデータベース化の
推進及び中学校における学
校図書館の蔵書システムの
導入　  小学校:10校/２８
校

小学校における学校図書館
の蔵書のデータベース化の
推進及び中学校における学
校図書館の蔵書システムの
導入
 小学校:10校/２８校

小学校及び中学校における
学校図書館の蔵書のデータ
ベース化の推進
小学校：1５校/２８校
中学校：５校/１５校

小学校及び中学校における
学校図書館の蔵書のデータ
ベース化の推進
小学校：1５校/２８校
中学校：５校/１５校

小学校及び中学校における
学校図書館の蔵書のデータ
ベース化の推進
小学校：２０校/２８校
中学校：１０校/１５校

小学校及び中学校における
学校図書館の蔵書のデータ
ベース化の推進
小学校：２8校/２８校
中学校：１5校/１５校

小学校及び中学校における
図書システムの機能の活用
の充実

第1回学校図書館担当者研
修会「図書システムの運用
について」
「図書システム」の運用支
援のための学校訪問回数
　計６６回

0 0 0 0 0 0 0 0 0

問合わせに応じて個々に対
応した。
中央館、西館、南館は要望
がなかったため未実施。
北館は実施した。内容：読
み聞かせや図書の整理・修
理について、職員がボラン
ティアグループへの支援活
動を行った。

問合わせに応じて個々に対
応。

本の紹介や読み聞かせの仕
方、図書の整理・修理につ
いて、職員がボランティア
グループへ支援活動を行っ
た。

読み語り、紙芝居のマニュ
アル整備。

本の紹介や読み聞かせの仕
方、図書の整理・修理につ
いて、職員がボランティア
グループへ支援活動を行っ
た。

職員講師の養成。

本の紹介や読み聞かせの仕
方、図書の整理・修理につ
いて、職員がボランティア
グループへ支援活動を行っ
た。

受付方法等の整備。

本の紹介や読み聞かせの仕
方、図書の整理・修理につ
いて、職員がボランティア
グループへ支援活動を行っ
た。
受付については、各協議会
ごとに担当職員を決め、そ
の職員が窓口となって行
なった。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

・県のモデル地区（神田）
の取組をバックアップする
とともに、次年度に向け他
地区への展開を考察した。
また、市民会議のあり方に
ついても検討した。

県のモデル地区の取り組み
に準じた市のモデル地区事
業を新たに設置し、4ブ
ロックに対し6万円の委託
料を支出する。

市のモデル地区事業を新た
に設置し、4ブロックに対
し6万円の委託料を支出し
た。また、情報の共有化を
図るため連絡会を2回開催
した。

市のモデル地区事業を継続
し、4ブロックに対し７万
円の委託料を支出する。ま
た、情報の共有化を図るた
め連絡会を開催する。

市内１２中学校区に子ども
読書活動推進協議会を設置
し、各７万円の委託料を支
出した。情報交換や連携を
深めるため代表者会議を数
回開催した。

市内の全１５中学校区に子
ども読書活動推進協議会を
設置し、各７万円の委託料
を支出する。また、情報の
共有化を図るため代表者会
議を数回開催する。

市内全１５中学校区に子ど
も読書活動推進協議会を設
置し、各７万円の委託料を
支出した（１学区を除
く）。また、情報の共有化
を図るため代表者会議を３
回開催した。その中で協議
会から市全体のネットワー
ク組織の設立の提案がなさ
れた。

市内の全１５中学校区に設
置された推進協議会に対
し、各７万円の委託料を支
出する。また、活動の支援
をより充実させる。

市内全１５中学校区に設置
した子ども読書活動推進協
議会に各地区７間年の委託
料を支出した。（３地区か
ら戻入あり）
また、全市的なネットワー
ク組織の構築向け検討委員
会、準備委員会が開催さ
れ、２２年度に「平塚市子
ども読書活動推進ネット
ワーク運営委員会」の設立
が承認された。

0 240 240 280 840 1,050 1,022 1,050 1,019

公民館だよりを通じて、家
庩で不用になった絵本等の
回収を行った。

推進会議で検討し、提供・
現在の実施の枠を見直す。

公民館だよりを通じて、家
庩で不用になった絵本等の
回収を行った。

継続的に絵本の提供者の募
集を行う。また、実施公民
館の数を増やす。

公民館だよりを通じて、家
庩で不用になった絵本等の
回収を行った。

継続的に絵本の提供者の募
集を行う。また、実施公民
館の数を増やす。

公民館だよりを通じて、家
庩で不用になった絵本等の
回収を行った。

継続的に絵本の提供者の募
集を行う。また、実施公民
館の数を増やす。

公民館だよりを通じて、家
庩で不用になった絵本等の
回収を行った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 4 4 4
要望に沿い講師派遣を行えるよ
う、職員の質の向上を図っていく
必要がある。

4343 中央図書館
ボランティアグ

ループ等への講師
派遣などの支援

子どもの読書環境を支える
活動を行っているボラン
ティアグループなどに対し
て講師派遣などの支援活動
を行います。

3

4 4 4

現状、全館実施にまでは至ってい
ないが、第二次推進計画における
リサイクルボックス事業を進める
中で順次全館実施を図っていきた
い。

4545
社会教育課
中央図書館

家庩で不用になっ
た絵本の有効活用
の仕組みづくり

（新）

家庩等で不用になった絵本
や児童書を寄贈していただ
き、必要な人（施設・団
体）に無償で提供し活用で
きる仕組みづくりをめざし
ます。（新規）

（連番９、３３（４７）と
関連）

4 3

4 4 4 4

市内全１５中学校区に子ども読書
活動推進協議会を設立することが
できた。
２２年度に設立予定の「平塚市子
ども読書活動ネットワーク運営委
員会」と連携を図りながら図書ボ
ランティアや関係機関との連携を
深めていきたい。

4444 社会教育課

子どもの読書活動
に関する全市的な
ネットワーク組織

の構築（新）

学校や図書館、公民館、ボ
ランティアグループ、書店
等による子どもの読書活動
に関する全市的なネット
ワーク組織の構築をめざし
ます。（新規）

3

4 4 5 5

図書システムの運用について研修
の機会を設定するとともに、各学
校からの個別の質問や不具合につ
いてのサポート体制を作った。ま
た、運用について、担当者の意識
を向上させるための研修会を実施
した。

42

4 4 4

学校図書館運営の円滑化を図るた
め、司書教諭や図書担当を中心
に、校内で協力体制がとれるよ
う、教職員の啓発に努めた。ま
た、学校司書が配置された学校を
中心として、円滑な学校図書館運
営の研究を進めた。

41

42
教育研究所

各学校

蔵書のデータベー
ス化、学校間での
ネットワークシス

テム（新）

学校図書館の蔵書のデータ
ベース化を図り、学校間で
蔵書が利用できるシステム
づくりを行います。（新
規）

4

41
各学校
指導室

校内研修や研究会
等を通じた教職員
の協力体制の確立

司書教諭の学校図書館運営
の円滑化を図るため、各学
校での校内研修や研究会等
を通じ、教職員の協力体制
の確立や連携強化を促しま
す。

3 4

4 4 4 4

子どもの読書意欲を高め、調べ学
習等に活用できる学校図書館をめ
ざし、小学校教育研究会図書館教
育部会や中学校教育研究会学校図
書部会等と連携し、配架や本の紹
介コーナーの設置の工夫などの情
報交換を行い、司書教諭や図書担
当を中心に学校図書館の整備を
行った。また、子どもたちの学習
や読書活動を充実させるため、学
校司書が配置された学校を中心と
して、学校図書館の整備を推進し
た。

3939
各学校
指導室

配架の工夫や本の
紹介コーナーの設
置など学校図書館

の整備

子どもの読書意欲を高め、
調べ学習等に活用できる学
校図書館をめざし、図書の
分類や配架の工夫、本の紹
介コーナーの設置など、学
校図書館の整備を行いま
す。

3

4 4 4 3

平成２１年度までに小学校２４校
にサン・サンスタッフ（学校司
書）を配置した。今後も、全小・
中学校への配置に向け,取り組みた
い。

4040 教職員課
学校図書館担当司
書の配置（新）

学校図書館担当司書の配置
をめざします。（新規）

4

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 7



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

関係各課と情報交換を行
い、連携のあり方について
検討を行った。
子どもに関するテーマの情
報提供を行った（子どもの
安全に関する本・ビデオ
テープなど）
協力事業については継続し
て実施した（一日図書館
員、見学、ガイダンス、体
験学習等）。

事業は継続実施。
（事業内容については連番
１１と連動）

協力事業は継続して実施し
た。（一日図書館員、見
学、ガイダンス、体験学習
等）。
（事業内容については連番
１１と連動）

事業は継続実施。
（事業内容については連番
１１と連動）

協力事業は継続して実施し
た。（一日図書館員、見
学、ガイダンス、体験学習
等）。
（事業内容については連番
１１と連動）

事業は継続実施。
（事業内容については連番
１１と連動）

協力事業は継続して実施し
た。（一日図書館員、見
学、ガイダンス、体験学習
等）。
指導室主催の学校支援講座
に参加。講師も行う。
（事業内容については連番
１１と連動）

図書館事業として、事業内
容・受付体制等の見直し。

協力事業は継続して実施し
た。（一日図書館員、見
学、ガイダンス、体験学習
等）。
指導室主催の学校支援講座
に参加。講師も行う。
（事業内容については連番
１１と連動）

0 0 0 0 0 0 0 0 0

移動図書館で施設等を巡回
し、図書の貸出を実施し
た。出前図書館も試行的に
貸出を行った。
　ｽﾃｰｼｮﾝ　１５ヶ所
　（小・中学校　８ヶ所）
　来館できないサービス
　　施設訪問　２ヶ所
　子育て支援センター
　出前図書館　４ヶ所

推進会議にて、協議検討の
議題にあげた。（３月の課
長級の会議で議題に挙げ
る）

出前図書館の実施など、引
き続き、図書を提供する機
会の充実を図る。

移動図書館で施設等を巡回
し、図書の貸出を実施し
た。出前図書館も試行的に
貸出を行った。
　　来館できないサービス
　　施設訪問　１ヶ所
　子育て支援センター
　出前図書館　１０ヶ所

出前図書館の実施など、引
き続き、図書を提供する機
会の充実を図る。

移動図書館車で施設等を巡
回し、図書の貸出を実施し
た。
出前図書館の運用ルールを
整備し、より柔軟な対応を
可能にした。

「出前図書館」登録団体数
（児童関連施設のみ）
　　　　　　　　１４団体

出前図書館の実施など、引
き続き、図書を提供する機
会の充実を図る。

移動図書館で施設等を巡回
し、図書の貸出を実施し
た。
出前図書館でも貸出を行っ
た。

「出前図書館」登録団体数
（児童関連施設のみ）
　１４団体

出前図書館の実施など、引
き続き、図書を提供する機
会の充実を図る。

移動図書館で施設等を巡回
し、図書の貸出を実施し
た。
出前図書館でも貸出を行っ
た。

「出前図書館」登録団体数
（児童関連施設のみ）
　１４団体

5,131 6,286 6,297 6,040 6,030 5,688 4,960 5,081 5,089

「こどもきいぷ」の配布を
するとともに、「アンデル
センの本」の記念展示や中
央館、西館にて記念映画会
を開催した。

「こどもきぃぷ」はファン
タジーの本を特集する。そ
れとともに、各館でファン
タジーの本を展示する。ま
た、エリック・カール作
「はらぺこあおむし」の絵
本から４場面選び、市内４
館で１場面ずつ大型制作に
して展示する。制作につい
ては、おはなし会でこども
たちに参加してもらう。
絵本作家きむらゆういち氏
を講師に向かえ、講演会を
実施する。

「こどもきぃぷ」はユニー
クな主人公の本を特集し
た。それとともに、各館で
特集の本を展示した。
美術館の「ブラティスラ
ヴァ世界絵本原画展」開催
時に、関連の絵本展示を
行った。ボランティアによ
りお話会を美術館内で行っ
た。

子ども読書の記念事業とし
て、文化ゾーンを会場に、
関係各課やボランティアグ
ループとの連携を図り、各
種イベントを大規模に開催
する。
　図書館の事業は、継続し
て実施。

「こどもきぃぷ」は冒険の
本を特集した。それととも
に、各館で特集の本を展示
した。
美術館の「絵で読む宮澤賢
治展」開催時に、関連の絵
本展示や映画会を行った。

子ども読書の記念事業とし
て、文化ゾーンを会場に、
関係各課やボランティアグ
ループとの連携を図り、各
種イベントを大規模に開催
する。
　図書館の事業は、継続実
施。

「こどもきぃぷ」は自然に
関する本を特集した。それ
とともに各館で特集の本を
展示した。
美術館の「田島征三展」開
催時に関連の絵本展示を
行った。

子ども読書の記念事業とし
て、文化ゾーンを会場に、
関係各課やボランティアグ
ループとの連携を図り、各
種イベントを大規模に開催
する。
　図書館の事業は、継続実
施。

美術館の「わたしがえらん
だ　いわさきちひろ展」開
催時に関連の絵本展示を行
い、おはなし会にて　いわ
さきちひろの絵本を取り上
げた。また、子ども読書活
動推進フォーラム実施前後
でよしながこうたくの絵本
を取り上げた。

5 155 170 260 5 5 5 5 5

・推進会議にて、「子ども
の読書推進月間」の設定等
について協議検討したが、
次年度以降に継続協議する
こととなった。

継続協議

「子ども読書の日」に近い
５月に絵本作家きむらゆう
いち氏を講師に向かえ、講
演会を実施した。

継続協議
１１月に絵本作家の「あき
やまただし」を招いて、絵
本ライブを開催した。

継続協議

各中学校区推進協議会にお
いて、特定の期間ではなく
年間を通じて読書活動推進
の取り組みを行った。

各中学校区協議会におい
て、年間を通じて子ども読
書活動推進の取り組みを促
す。

各中学校区推進協議会にお
いて、特定の期間ではなく
年間を通じて読書活動推進
の取り組みを行った。

0 0 159 400 343 0 0 0 0

4 4 4

読書推進フォーラムや美術館で取
り上げられた資料に対しては、児
童の関心も高い。さらにおはなし
会で紹介することにより、多くの
利用があった。

4848
社会教育課
中央図書館

特別おはなし会や
展示などの各種行

事の開催

読書の楽しさを知ってもら
うとともに、「子ども読書
の日」のＰＲのため、「子
ども読書の日」を記念し、
特別おはなし会や展示など
の各種行事を開催します。

4 4

4 4 4 4

出前図書館は、入園している幼児
が本と出合う場として有効である
が、駐車場が確保できないなどの
理由で訪問できない園もあるた
め、別の方法でのサービスの検討
も必要である。

47

3 4 4
図書館と学校との間で、情報交換
を行ないながら、連携・協力事業
を展開していく必要がある。

46

47 中央図書館
全ての子どもに対
する図書館サービ

スの提供(新)

来館する機会の尐ない、ま
たは来館できない子どもが
入所する施設を訪問し、図
書の提供を行う機会の充実
を図り、すべての子どもに
図書館サービスを提供でき
るようめざします。（新
規）

（連番10、３４（４５））
と関連）

4

46
中央図書館

各学校
図書館と学校図書
館との協力事業

学校と図書館との連絡会議
を開催し、情報交換、協力
をしながら、学校図書館活
動の援助や図書の寄贈・利
用ガイダンス・見学・研修
会講師派遣などの協力事業
を実施します。

4 3

3 4 4

各中学校区推進協議会において、
特定の期間ではなく年間を通じて
読書活動推進の取り組みが実施さ
れていることから、あえて事業と
して位置付ける必要がなくなっ
た。

4949
社会教育課
中央図書館

「子どもの読書推
進月間」の設定

（新）

 「子どもの読書推進月間」
を設定し、関係部署の連携
による読書に関わる講演会
の実施など各種イベントを
集中して実施することによ
り、子どもの読書の必要性
を啓発します。（新規）

3 3

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 8



子ども読書活動進行管理表

17年度

実施事業 18年度計画/目標値 実施内容 19年度計画/目標値 実施内容 20年度計画/目標値 実施内容 21年度計画/目標値 実施内容

計画予算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円） 計画予算額（千円） 事業決算額（千円）

連
番評

価
評
価

評
価

評
価

評
価

※各事業の評価は年度ごとの評価になります。

連番 主管課 事業 事業

18年度 19年度 20年度 21年度
事業総拢

（Ｈ１７年度～Ｈ２１年度）

子ども向けホームページの
仕様を決定した。平成１８
年４月１３日に公開予定
（№29再掲）

情報の更新及び改善
子ども向けホームページを
４月に公開した。
（NO２９と同様）

情報の更新及び改善
子ども向けリンク集を作成
した。
（NO２９と同様）

情報の更新及び改善
学校図書館ボランティア向
けホームページを作成し
た。

情報の更新及び改善 情報の更新を行った。

0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 　

割合（％） 割合（％） 割合（％） 割合（％） 割合（％）

2.0 2.0 2.0 8.0 6.0

34.0 36.0 38.0 44.0 44.0

18.0 14.0 12.0 2.0 4.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.01：事業未着手 0 0 0 0 0

2：計画より大幅に遅れが生じて
いるため、目標達成は困難

0 0 0 0 0

3：計画より遅れているが、目標
達成は可能

9 7 6 1 2

4：計画通り進行 17 18 19 22 22

件数

5：計画を上回って進行 1 1 1 4 3

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

評価基準 件数 件数 件数 件数

4 4 4 4

平成１８年度に子ども向け、平成
２０年度に学校図書館ボランティ
ア向けのページをそれぞれ作成し
た。
第二次推進計画においては、事業
No17「図書館情報網による情報
発信機能の充実」において更新と
改善を図りたい。

5050
社会教育課
中央図書館

子ども向け読書情
報のホームページ

の作成（新）

現在発行している機関紙を
充実させるとともに、新刊
書やおすすめ本の案内、ボ
ランティア養成講座等の情
報をまとめた、子ども向け
読書情報のホームページを
作成し、積極的に情報発信
します。（新規）

3

【評価基準】
　　５：計画を上回って進行
　　４：計画通り進行
　　３：計画より遅れているが、目標達成は可能
　　２：計画より大幅に遅れが生じているため、目標達成は困難
　　１：事業未着手 9


